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概要：近年，高速インターネット通信網が全国的に普及したことから，インターネットが広帯域化し，ユー
ザが享受できるWebサービスが増加している．その例として，YouTubeやニコニコ動画等のストリーミ
ング方式を用いて動画コンテンツを配信するストリーミング動画配信サービスが挙げられる．ストリーミ
ング動画配信サービスでは，ユーザは，自身の嗜好に合った内容の動画コンテンツを検索して，視聴を行う
ことができる．また，現状のストリーミング動画配信サービスでは，タイトルやタグ情報等から所望する
動画コンテンツの検索を行うことができる．しかし，利用するユーザの増加に伴い，動画コンテンツの量，
及びその内容も多様化しており，動画コンテンツの内容を表す情報が不十分な場合も多く，検索を行った
としても，類似した内容の動画コンテンツとの差別化を行うことができず，所望する動画コンテンツを探
し出すことが困難となる問題も発生している．さらに，現状のストリーミング動画配信サービスでは，企
業や芸能人等がプロモーション等の一環で配信している動画コンテンツと比較して，一般のユーザが撮影
して，配信している動画コンテンツは検索することが困難になっていることも問題視されている．そこで
本研究では，マルチタグを利用した関連動画コンテンツ同時視聴システムの提案を行う．提案システムで
は，動画コンテンツの内容を直感的に理解することができる視聴システム，及びパーソナル動画も容易に
検索を行えるシステムを提供することで，問題の解決を図る．また，提案システムの概念に基づいて実装，
評価を行い，その有効性を示す．
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1. はじめに

昨今の高速インターネット通信網の全国的な普及により，

パソコンやスマートフォン，タブレット端末等の通信機器

を用いてどのような場所でもインターネットに接続するこ

とが可能となっていることから，ユーザが享受できるWeb

サービスが増加している．その代表として，YouTubeや

ニコニコ動画等のストリーミング方式を用いて動画コンテ

ンツを配信するストリーミング動画配信サービスが注目を

集めている．ストリーミング動画配信サービスでは，企業

や芸能人等がプロモーション等の一環で配信している動画

コンテンツ (以下，公式動画)とその他の一般のユーザ (以

下，配信ユーザ)が配信する動画コンテンツ (以下，パーソ

ナル動画)が存在する．そして，そのサービスを利用して
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動画コンテンツを視聴するユーザ (以下，視聴ユーザ)は，

配信されている動画コンテンツの中から自身の嗜好に合っ

た内容の動画コンテンツを検索して視聴をすることが可能

となっている．

加えて，スマートフォンやタブレット端末を用いて，い

つでも，どのような場所でもそのサービスを利用すること

ができるようになったことで，サービスを利用するユーザ

の数は増加傾向にある [1]．現在では，「いつでも・どこで

も・誰でも」の環境下で動画コンテンツを撮影して配信す

ることができるようになったことから，視聴ユーザが配信

を行う側になるなど，動画配信のパーソナル化が進んでい

る．そのため，既存のストリーミング動画配信サービス上

には，公式動画だけでなく，パーソナル動画も数多く配信

され，存在している．視聴ユーザは，自身が所望する動画

コンテンツを取得するために，そのサービス上で任意の動

画コンテンツに関する情報を入力して，その情報に基づい
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た動画コンテンツの検索を行うことで，所望する動画コン

テンツを取得する．現状のストリーミング動画配信サービ

スでは，タイトルやタグ情報等から検索を行うことがで

きる．

そして，その動画コンテンツの配信手法にもストリーミ

ング動画配信サービス毎に違いがある．あらかじめサーバ

内に保存されている動画コンテンツを配信するオンデマ

ンド配信と，リアルタイムの映像を配信するライブスト

リーミング配信の二種類の配信手法が存在する．前者は

YouTubeやニコニコ動画等で配信されている配信手法で

あり，後者はUstreamやニコニコ生放送等で配信されてい

る手法である．そして，視聴ユーザは，任意のサービスを

利用することで，所望する動画コンテンツを視聴すること

ができる．

しかし，利用するユーザの増加に伴い，動画コンテンツ

の量，及びその内容も多様化しており，動画コンテンツの

内容を表す情報が不十分な場合も多く，検索を行ったとし

ても，類似した内容の動画コンテンツとの差別化を行うこ

とができず，所望する動画コンテンツを探し出すことが困

難となる問題も発生している．これは，動画コンテンツの

内容を表す情報が動画コンテンツに付加されているタイト

ルやタグ情報等と限られており [2]，そういった情報が主

に視聴ユーザによって付加されるため，動画コンテンツの

量が増えたことによって，視聴されない動画コンテンツが

増大したことに原因があります．また，視聴ユーザにとっ

て，タグ情報を付加することにあまりメリットがない等，

タグ情報を付加するモチベーションを視聴ユーザに与える

ことができないことにも原因がある．以上のことから，視

聴ユーザは，自身の嗜好に合った動画コンテンツを探し出

すために，直接動画コンテンツを視聴して内容を比較する

ことが強いられる．

さらに，現状のストリーミング動画配信サービスでは，

公式動画だけではなく，パーソナル動画も数多く存在して

いるが，そういった一般のユーザが撮影して，配信してい

る動画は公式動画と比較して検索することが困難になって

いることも問題視されている [3]．パーソナル動画には，現

地で撮影された映像が存在し，公式動画では得られない，

撮影現場そのものの雰囲気や臨場感，視点を味わえる可能

性が秘められており，ユーザが所望する内容がパーソナル

動画にしか存在しない場合もある．

そこで本研究では，動画コンテンツの効率の良い検索を

実現するために，公式動画とパーソナル動画を含んだ全て

の動画の関連付けを可能にし，それらを重要な内容から瞬

時に再生することが可能なタグ情報 (以下，マルチタグ)を

利用した動画コンテンツ同時視聴システムの提案を行う．

マルチタグには，その動画コンテンツが撮影された位置情

報と日付・時刻情報が含まれており，その情報を基に，そ

れぞれの動画コンテンツの関連付けを行った．そして，マ

ルチタグは既存のタグ情報に含まれていた動画コンテンツ

の内容の一部を表した情報も含み，その内容が再生される

時間帯の情報と，その内容が動画コンテンツ全体の内容の

中でどれだけ重要な内容であるかといった重要度情報も併

せ持つことで，重要な内容からの再生を可能にした．提案

システムでは，瞬時にマルチタグが表す内容を再生可能に

することで，動画コンテンツを初めから再生して視聴する

手間を省き，動画コンテンツの内容を迅速に理解すること

を可能とさせる．また，マルチタグの付加に関しても，動

画コンテンツの再生中に簡単な操作で付加することができ

るようにし，付加したマルチタグを他の視聴ユーザに評価

してもらえるようにすることで，マルチタグを付加するモ

チベーションを与える．今回，提案システムで扱う動画コ

ンテンツは，スポーツの映像を撮影したオンデマンド配信

の動画コンテンツと限定した．

以下，2章では，現状のストリーミング動画配信サービ

スについて述べ，3章で提案システムについて述べる．4

章で実装，5章で評価について述べる．そして，6章で関連

研究について述べ，最後に 7章で本研究のまとめを行う．

2. 現状のストリーミング動画配信サービス

2.1 タグ情報の付加

現状のストリーミング動画配信サービスでは，視聴ユー

ザは，動画コンテンツの検索を行った際に，表示された動

画コンテンツに付加されているタイトルやタグ情報，サム

ネイル画像というその動画コンテンツの 1 シーンを切り

取った画像や，その動画コンテンツの視聴者数等といった

情報を指標として，視聴する動画コンテンツを選択する．

そして，視聴ユーザは，これらの情報の中でも，タグ情報

を参照することで動画コンテンツの内容を推測することが

できる．しかし，近年，ストリーミング動画配信サービス

上に存在する動画コンテンツの量が膨大となったことか

ら，類似した内容の動画コンテンツも多様化し，タグ情報

が不十分な場合も多くなってしまった．これは，前述した

通り，タグ情報が視聴ユーザによって付加されるため，動

画コンテンツの量が膨大となったことにより，視聴されな

い動画コンテンツが増えてしまったことに原因がある．ま

た，現状のストリーミング動画配信サービスでは，タグ情

報を付加する際に，専用のページを開かなければいけない

等，視聴ユーザにとって，タグ情報を付加することにあま

りメリットがないため，タグ情報を付加するモチベーショ

ンを視聴ユーザに与えることができないことにも原因があ

る．そして，タグ情報が不十分な場合，他の類似した内容

の動画コンテンツと差別化を行うことができない．以上の

ことから，現状のストリーミング動画配信サービスでは，

タグ情報の付加に関して，以下に示す問題点 (以下，問題

点 1) が挙げられる．

• 問題点 1
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動画コンテンツの量の膨大化や，タグ情報を付加する

モチベーションを視聴ユーザに与えることができない

ことから，動画コンテンツに付加されているタグ情報

が不十分な場合が多くなってしまった．

2.2 タグ情報を利用した動画コンテンツの視聴

現状のストリーミング動画配信サービスでは，動画コン

テンツに付加されているタグ情報を参照することで，視聴

ユーザの所望する内容がその動画コンテンツに含まれてい

るかを推測することができる．しかし，視聴ユーザの所望

する内容がタグ情報として付加されていたとしても，その

タグ情報の内容が動画コンテンツのどの時間帯に含まれて

いるかは判断できないため，そのタグ情報の内容を視聴す

るためには，動画コンテンツをその内容が再生されるまで

視聴する必要がある．さらに，付加されているタグ情報が

正しいとは限らないため，所望している内容とは全く関係

の無い動画コンテンツを視聴してしまう場合も存在する．

以上のことから，現状のストリーミング動画配信サービス

では，タグ情報を利用して動画コンテンツを視聴する場合，

以下に示す問題点 (以下，問題点 2) が挙げられる．

• 問題点 2

所望する内容が動画コンテンツにタグ情報として付加

されていたとしても，そのタグ情報が正しいとは限ら

ず，動画コンテンツの内容を全て視聴するか，または，

視聴ユーザの所望する内容が再生されるまで視聴しな

ければ，動画コンテンツのどの時間帯に視聴ユーザの

所望する内容が含まれているかを判断できないため，

所望する内容を含んだ動画コンテンツを取得するまで

に時間がかかってしまう．

2.3 パーソナル動画の検索

現状のストリーミング動画配信サービスでは，視聴ユー

ザが検索を行う際の検索アルゴリズムに，再生回数の多い

動画コンテンツやコメント数が多い動画コンテンツの検索

を重視するアルゴリズムが採用されており [4]，検索結果の

上位に再生回数やコメント数の多い動画が表示されるよう

になっている．そのため，公式動画のような企業や芸能人

が配信を行なっている動画が検索結果の上位として表れや

すく，一般ユーザが配信するパーソナル動画は検索結果の

下位に表れやすくなっている．しかし，視聴ユーザがパー

ソナル動画の検索を行なっている場合には，このアルゴリ

ズムを用いた検索だけでは視聴ユーザの求めているパー

ソナル動画を探し出すことは困難となっている．そして，

パーソナル動画が公式動画と比較して視聴されにくい傾向

にあることから，パーソナル動画にタグ情報等の情報も付

加されにくく，差別化ができないことから，更に検索を困

難なものとしている．以上のことから，現状のストリーミ

ング動画配信サービスでは，パーソナル動画の検索を行う

パーソナル動画A

パーソナル動画B

公式動画

関連付け

図 1 関連付けの概念図

場合，以下に示す問題点 (以下，問題点 3) が挙げられる．

• 問題点 3

公式動画と比較して検索結果に表れにくく，タグ情報

などの情報も付加されにくいため，どのような内容が

含まれているか判断をすることができず，所望する内

容を含んだパーソナル動画の検索を行うことが困難で

ある．

3. 提案システム

3.1 概要

本研究では，時間的・空間的位置関係によりそれぞれの

動画コンテンツを関連付けをすると共に，直感的に動画コ

ンテンツの重要な内容を判断して再生をすることを可能に

したマルチタグを定義し，それを用いた同時視聴システム

の提案をする．マルチタグは動画コンテンツの内容の一部

を表した「内容情報」，その内容が再生される時間帯を表し

た「時間情報」，その内容が動画コンテンツ全体の内容の中

でどれだけ重要であるかを表した「重要度情報」，そして，

その動画コンテンツが撮影された「位置情報」と「日付・

時刻情報」の 5つの情報を保持している．また，今回提案

システムで扱う動画コンテンツは，スポーツの映像を撮影

したオンデマンド配信の動画コンテンツと想定する．空間

的位置とは，スポーツが行われるスタジアムや会場，体育

館等の空間と定義し，また，時間的位置とは，パーソナル

動画がどの日付・時刻に撮影されたものであるかを表した

ものであると定義する．

提案システムでは，例えば，図 1に示すように，ある

特定の野球場にて，ある日付のある時刻に行われた野球の

試合を撮影した動画が複数存在していた場合，それらの動

画コンテンツを関連付けて組み合わせ，同時に再生するこ

とを可能にする．特定の野球の試合を撮影した公式動画と

パーソナル動画が存在した場合でも，公式動画を視聴する

ことによって，他のパーソナル動画も同時に視聴すること

を可能にし，2.3節で述べた問題点 3を解決する．

そして，提案システムでは，複数の関連する動画コンテ
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図 2 提案システムの構成

ンツを同時視聴可能な視聴ユーザ用インターフェースを提

供することによって，容易にマルチタグを付加することを

可能にし，且つ，付加されているマルチタグを評価するこ

とを可能にすることで 2.1節で述べた問題点 1を解決する．

容易なマルチタグの付加に関しては，付加したい情報を動

画コンテンツの視聴中に視聴ユーザ用インターフェース上

で入力することで，その入力を行った時間にマルチタグの

内容情報と時間情報として付加できるようにすることで実

現する．また，マルチタグの評価に関しては，そのマルチ

タグが表す内容が動画コンテンツの内容の中でどれだけ重

要であるかという評価を，複数の視聴ユーザからマルチタ

グの重要度情報として付加してもらうことで実現する．こ

の重要度情報に関しては，平均値が表示されることを想定

する．

以上の，簡単な操作でマルチタグを付加できることを可

能にし，他の視聴ユーザからマルチタグを評価される仕組

みを重要度情報として用意することで，マルチタグを付加

するモチベーションを視聴ユーザに与えることを可能に

した．

そして，2.2節で述べた問題点 2に関しては，マルチタ

グの内容情報と時間情報とを参照することで，瞬時にユー

ザの所望する内容を再生することを可能にすることで解決

する．提案システムでは，検索と同時に，複数の動画コン

テンツを取得して同時に再生を行うようにする．そして，

それらの動画コンテンツをマルチタグを用いて重要な内容

から再生を行うことで，直感的に差別化を行うことを可能

にして，迅速な動画コンテンツの検索を可能にする．

3.2 システム構成

提案システムは，動画コンテンツをサーバに配信する，

「配信ユーザ」，そして，配信ユーザから送られてきた動画

コンテンツの管理をする「ストリーミングサーバ」，最後

に，動画コンテンツを視聴し，マルチタグを付加する「視

聴ユーザ」の 3つの要素から構成される．これらの役割を

表した図を図 2に示し，それらの役割を以下に示す．

図 3 動作手順

• 配信ユーザ
自身の嗜好に合った動画コンテンツを配信するユーザ

である．動画コンテンツをストリーミングサーバに配

信することにより，視聴ユーザに動画コンテンツを提

供する．動画コンテンツを配信する際に，動画コンテ

ンツにタイトル，及びマルチタグを付加する．

• ストリーミングサーバ
配信ユーザから送られてきた動画コンテンツに付加さ

れたマルチタグから，それぞれの動画コンテンツの関

連付けを行い，視聴ユーザに配信する．また，視聴ユー

ザによってマルチタグが付加される度に，動画コンテ

ンツの関連付けや，重要度に関する情報を更新する．

• 視聴ユーザ
視聴ユーザ用インターフェース上でストリーミング

サーバに向けて検索リクエストを送ることによって，

関連した動画コンテンツを取得し，視聴するユーザで

ある．また，視聴した動画コンテンツにマルチタグを

付加する．

3.3 動作手順

提案システムでは，視聴ユーザに対して，関連付けが行

われた動画コンテンツを検索，及び取得して，1つのブラ

ウザ上で同時視聴可能な視聴ユーザ用インタフェースを提

供することで，動画コンテンツの直感的な差別化を可能と

させる．そして，視聴ユーザが所望する内容の動画コンテ

ンツを取得するまでの動作手順を図 3を用いて説明する．

( 1 ) ストリーミングサーバへの動画コンテンツの配信

配信ユーザは，ストリーミングサーバに向けて，動画

コンテンツを配信する．その際，配信する動画コンテ

ンツにタイトル，及びマルチタグを付加する．

( 2 ) 動画コンテンツの関連付け

ストリーミングサーバは，配信ユーザから送られてき

た動画コンテンツに付加されているマルチタグをもと

に動画コンテンツの関連付けを行う．この関連付けに

関しては，マルチタグの位置情報，日付情報が同じ動
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画コンテンツが増える度に行われる．

( 3 ) 検索リクエスト

視聴ユーザは，ストリーミングサーバに向けて，自身

の所望する動画コンテンツに関する情報をキーワー

ドとして検索リクエストを行う．この検索リクエスト

は，視聴ユーザ用インターフェース上で行う．

( 4 ) 視聴ユーザへの動画コンテンツの配信

ストリーミングサーバは，視聴ユーザから送られてき

た検索リクエストに基づき，視聴ユーザが入力した

キーワードと一致する，もしくは，キーワードの一部

を含むタイトル，マルチタグが付加されている動画コ

ンテンツを視聴ユーザに配信する．このとき，マルチ

タグとキーワードが一致した際には，動画コンテンツ

は，そのマルチタグが持つ時間情報の開始時間から再

生される．また，該当する動画コンテンツが複数ある

場合，視聴ユーザ用インターフェース上で複数の動画

コンテンツが表示され，視聴ユーザは，複数の動画コ

ンテンツを同時に視聴することができる．

( 5 ) 動画コンテンツの選択

視聴ユーザは表示される動画コンテンツの中から所望

する内容のものを一つ選択することによって，その動

画コンテンツと関連付けが行われている動画コンテン

ツの検索リクエストを送信する．

( 6 ) 視聴ユーザへの関連動画コンテンツの配信

ストリーミングサーバは，視聴ユーザから送られてき

た検索リクエストに基づき，視聴ユーザが選択した動

画コンテンツと関連付けが行われている動画を専用の

ページ上に表示して視聴ユーザに配信する．

3.4 マルチタグ

提案システムでは，マルチタグを利用することで，関連

した動画コンテンツの同時視聴，及び重要なシーンからの

再生を行うことができる．マルチタグには前述した通り，

時間情報，内容情報，重要度情報，位置情報，日付・時刻

情報の 5つの情報が付加されている．視聴ユーザは，視聴

ユーザ用インターフェース上で検索を行うことにより，そ

の検索キーワードと一致する内容情報を持つマルチタグの

開始場所から動画コンテンツを視聴することができる．ま

た，検索を行った際に，該当する動画コンテンツが複数存

在する場合，その動画コンテンツも同時に取得して再生さ

れる．そして，視聴ユーザはその中の一つの動画コンテン

ツを選択することで，関連付けが行われた動画コンテンツ

を取得して専用のページ上で同時に視聴することができ

る．マルチタグを用いた動画コンテンツの検索，及び視聴

の例を図 4に示し，関連付けが行われた動画コンテンツの

視聴の例を図 5に示す．また，マルチタグにおけるそれぞ

れの情報の説明を以下に記載する．

• 時間情報

動画コンテンツA

（タグ：人物１の登場シーン） Time: 01:00

動画コンテンツB

（タグ：人物１の登場シーン） Time: 02:30

検索および表示結果
（動画コンテンツAの01:00からと，動画コンテンツBの02:30からを同時表示）

映像の途中のシーンを
切り出して，同時に表示
することで直感的な差
別化が可能

Time

Time

図 4 マルチタグを用いた動画コンテンツの取得，視聴例

選択

関連付けが行われて

いる動画コンテンツを
取得して同時に再生

人物1の赤ユニ

フォームの試合
が見たい

図 5 関連動画コンテンツの取得，視聴例

内容情報が動画コンテンツのどの時間帯に含まれてい

るかを表している．時間に関しては，内容情報の開始

時間と終了時間の情報を保持している．視聴ユーザと

配信ユーザの両方から付加される．

• 内容情報
動画コンテンツの内容を表している．視聴ユーザが検

索を行った際に入力した検索キーワードと，内容情報

が一致する動画コンテンツが存在すれば，その動画コ

ンテンツを取得して再生する．視聴ユーザと配信ユー

ザの両方から付加される．

• 重要度情報
内容情報がその動画コンテンツの内容の中で，どれだ

け重要であるかを表している．複数の視聴ユーザから

評価値を付加してもらい，その評価値の平均値が表示

される．視聴ユーザが検索を行う際に，重要度情報が

視聴ユーザの設定する基準値よりも下の動画コンテン

ツは取得しないなど，フィルタリングの要素としても

用いられる．

• 位置情報
動画コンテンツが撮影された空間的位置を表してい

る．地図上での位置を選択することにより，スタジア

ム等のスポーツが行われている具体的な場所を登録す

る．配信ユーザによって付加され，この情報をもとに
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して動画コンテンツの関連付けが行われる．

• 日付・時刻情報
動画コンテンツが撮影された時間的位置を表している．

その動画コンテンツが撮影された年月日時を表し，動

画コンテンツの再生を同期するためにも用いられる．

配信ユーザによって付加され，この情報をもとにして

動画コンテンツの関連付けが行われる．

4. 実装

本研究では，提案システムの概念に基づき，視聴ユーザ

用インターフェースをブラウザ上に埋め込むWebアプリ

ケーションという形で実装する．そして，ストリーミング

サーバに関しては FlashMediaDevelopmentServer4.0[5]を

利用した．以下にそれぞれの詳細について述べる．

4.1 視聴ユーザ用インターフェース

マルチタグの付加，及び動画コンテンツの検索・視聴可能

な視聴ユーザ用インターフェースをActionScript，MXML

を用いたWeb アプリケーション，及び JSP に実装する

Webインターフェースとして実装を行う．視聴ユーザ用イ

ンターフェース上では，検索リクエストをストリーミング

サーバに送ることで，複数の動画コンテンツを同時に取得

し，1画面～10画面まで表示させることができる．そして，

表示された動画コンテンツ上をマウスオーバーすることに

よって，再生メニュー，及びその動画コンテンツに付加さ

れているタイトル，マルチタグを表示させることができる．

視聴ユーザ用インターフェース上で動画コンテンツ上をマ

ウスオーバーしている図を図 6に示す．再生メニューで

は，動画コンテンツの停止と再生，及び音量の設定やマル

チタグの表示の ON/OFFの設定ができる．また，表示さ

れたマルチタグは，クリックすることによって，マルチタ

グが保持している時間情報から内容を再生させることがで

きる．

そして，表示されている複数の動画コンテンツ上から一

つの画面を選択してダブルクリックすることによって，関

連動画の同時視聴専用のページを呼び出し，その動画コン

テンツと関連付けが行われている動画コンテンツを取得し

て同時に再生を行うことができる．関連動画コンテンツを

同時視聴している図を図 7に示す．専用のページ上では，

それぞれの動画コンテンツの情報を確認し，また，マルチ

タグの日付・時刻情報を用いることで，同期して再生を行

うことを可能にした．

マルチタグの付加に関しては，視聴ユーザ用インター

フェース上で，任意の動画コンテンツのテキストボックス

に情報を入力することで付加することができる．今回，マ

ルチタグの位置情報，日付・時刻情報は配信ユーザのみが

一つの動画コンテンツにそれぞれ一つ付加できるように

し，内容情報，時間情報，重要度情報は全ユーザが動画コ

図 6 再生メニュー，マルチタグの表示

図 7 関連動画コンテンツの同時視聴例

ンテンツに複数付加できるものとした．視聴ユーザ用イン

ターフェース上でマルチタグの内容情報，時間情報，重要

度情報を付加している図を図 8に示す．図 8では画面毎

に 3つのテキストボックスが表示されているが，それぞれ

の画面毎に，左から順番に，内容情報，時間情報の開始時

間情報，時間情報の終了時間情報を入力するテキストボッ

クスとなっている．時間情報の入力に関しては，内容情報

を入力して付加ボタンを押すと開始時間情報が，もう一度

押すと終了時間情報が自動的に入力される仕様となってい

る．そして，3つのテキストボックスを入力した状態で付

加ボタンを押すことによって，マルチタグを付加すること

ができる．また，付加ボタンに関しても，画面毎に用意さ

れている．

4.2 FlashMediaDevelopmentServer4.0

本研究では，動画コンテンツの管理及び，配信

を行うストリーミングサーバとして，FlashMedi-

aDevelopmentServer4.0を利用する．FlashMediaDevelop-
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図 8 マルチタグ (内容情報，時間情報，重要度情報)の付加の記入例

表 1 実装環境

Server FlashMediaDevelopmentServer4.0

Language ActionScript，MXML, Java, JavaScript

Tool FlashBuilder4.0[7]

mentServer4.0とは，複数のプラットフォームに動画コン

テンツを配信可能なリアルタイムメディアサーバである．

このサーバには，オンデマンド配信とライブストリーミン

グ配信の二つのビルトインストリーミングサービスが含

まれている．そして，これらのサービスを利用するための

クライアント APIも用意されており，この APIを利用し

て視聴ユーザ用インターフェースを開発する．サーバー内

では，関連付けが行われた動画コンテンツをフォルダ毎に

分けて管理することで，検索リクエストが送られてきた際

に，フォルダ内の動画コンテンツを視聴ユーザに配信し

て，関連する複数の動画コンテンツの提供を可能とする．

また，FlashMediaDevelopmentServerではAdobeExtensi-

bleMetadataPlatform(XMP)メタデータ [6]を埋め込んだ

動画コンテンツの配信も可能となっており，今回，マルチ

タグに関しては XMPメタデータとして動画コンテンツに

埋め込んだ．

4.3 動作手順

実装した視聴ユーザ用インターフェースの実装環境を表

1に示し，動画コンテンツを検索して，所望する動画コン

テンツを取得するまでの動作手順を図 9を用いて説明す

る．また，実装結果を図 10，図 11に示す．

( 1 ) 検索キーワードの入力

「検索文字列」の欄に所望する動画コンテンツの特徴

を表すキーワードを入力する．

( 2 ) 解像度の設定

「解像度 (width)」，「解像度 (height)」のそれぞれの欄

に任意の解像度を入力する，空白の場合全ての動画コ

ンテンツの解像度は「320× 240」となる．

( 3 ) 視聴画面数の設定

上部に設置された再生ボタンを押すことによって視聴

する動画コンテンツの数を設定する．何も押さない場

合では 10画面全て表示される．

視聴ユーザ
(1)検索キーワードの

入力

(2)解像度の設定

(3)視聴画面数の設定

(4)動画コンテンツの

検索，及び取得

(5)動画コンテンツの

再送要求

(6)関連動画コンテン

ツの取得

図 9 動作手順

図 10 実装結果 (動画コンテンツ検索，視聴ページ)

図 11 実装結果 (関連動画同時視聴専用ページ)

( 4 ) 動画コンテンツの検索，取得

「再生All」ボタンを押すことで，ストリーミングサー
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バ内から検索を行い，動画コンテンツを取得する．動

画コンテンツは取得と同時にマルチタグの時間情報の

開始時間から再生される．

( 5 ) 動画コンテンツの再送要求

もし取得した動画コンテンツの中に所望した内容のも

のがなければ，「次の動画へ」ボタンを押すことで，ス

トリーミングサーバに再送要求を出すことができ，(1)

で検索した同じ条件で再び検索を行い，前回取得され

なかった動画コンテンツを取得することができる．こ

れを繰り返すことによって所望する内容に近い動画コ

ンテンツを取得することが可能となる．

( 6 ) 関連動画コンテンツの取得

所望する内容に近い動画コンテンツをダブルクリック

することによって，その動画コンテンツと関連付けが

行われている動画コンテンツを取得する．それぞれの

動画コンテンツは専用のページ上で再生され，ユーザ

は所望する動画コンテンツを取得することができる．

5. 評価

本研究では，検索と同時に動画コンテンツが再生され，

その中から更に関連した動画コンテンツを検索するといっ

た，視聴ユーザにとって馴染みのない検索手法を採用して

いる．そのため，位置情報と日付・時刻情報を用いて関連

付けを行ったことにより実現した提案システムの検索手法

が視聴ユーザにとって実用可能なものであるか，また，パー

ソナル動画を容易に取得できるかを検討する必要がある．

そこで，パーソナル動画を探し出すまでの時間に関する

評価を，提案システムを用いて，それぞれの動画コンテン

ツの関連付けが行われている環境下での検索と，それぞれ

の動画コンテンツの関連付けが行われていない環境下での

検索，そして，YouTubeのシステムを用いた検索の 3つの

環境下で比較して行った．以下にその評価の詳細について

述べる．

5.1 時間評価

提案システムの検索手法の有効性を調べるために，20代

の男女 10名を被験者とし，実験を行った．実験は，現ヤン

キースに所属するメジャーリーガーのイチロー選手のパー

ソナル動画を自由に検索し，取得するまでの時間を計測し

た．今回の評価実験では，提案システムを用いて，それぞ

れの動画コンテンツが位置情報と日付・時刻情報によって

関連付けが行われている環境下で検索を行った場合と，そ

れぞれの動画コンテンツの関連付けが行われていない環境

下で検索を行った場合，そして，YouTubeのシステムを

用いて検索を行った場合の 3 つの環境下で，パーソナル

動画を探し出すまでの時間を計測し，どれだけ時間の差が

生じるかの比較をした．また，関連した動画コンテンツを

取得する際に，操作感に差が生じるため，被験者には，あ

表 2 時間評価の評価結果

平均時間 [秒]

提案システム (動画コンテンツの関連付けあり) 21

提案システム (動画コンテンツの関連付けなし) 41

YouTube 102

らかじめ提案システムの操作説明をし，1回程度使用して

もらった段階で実験を行った．公平性を保つ対策として，

YouTubeで「Ichiro」と検索して調査を行ったところ，検

索結果の 1～5ページまでは 100個の動画が掲載され，その

うちイチロー選手のパーソナル動画は 7個だったため，提

案システムにおいても，動画コンテンツを 100個ストリー

ミングサーバに保存し，イチロー選手のパーソナル動画を

7個用意した．そのため，YouTubeにおいても，検索結果

の 1～5ページまでを比較対象とした．

5.2 評価結果

時間評価に関する評価結果を表 2に示す．100個の動画

コンテンツの中からイチロー選手のパーソナル動画を探し

出すまでの平均時間は，提案システムの関連付けを行った

環境下での検索が約 21秒となり，関連付けを行わなかっ

た場合が約 41秒，そして，YouTubeのシステムを用いて

検索を行った場合が約 102秒となり，関連付けを行った環

境下での提案システムを用いた検索が一番早いという結果

になった．

5.3 考察

提案システムの二つの環境下での検索と YouTubeのシ

ステムを用いた検索のそれぞれの検索手法を用いてイチ

ロー選手のパーソナル動画の取得時間に関して評価実験を

行ったところ，提案システムを用いた場合の方がYouTube

のシステムを用いた場合よりもパーソナル動画を早く取得

できるという結果となった．YouTubeでは，被験者によっ

て有効な検索キーワードを導き出すのに差が生じた他，動

画のサムネイルを次々と確認し，ひとつひとつ別のページ

に遷移し，視聴してさらに確認を取らなければならないた

め，かなりの時間を要する被験者もいた．それに比べ，提

案システムの関連付けが行われている環境下での検索は，

イチロー選手が映しだされている動画コンテンツと関連し

た動画コンテンツを瞬時に取得して再生をすることができ

ることから，「イチロー」という簡単な検索キーワードで検

索を行うだけで良く，マルチタグの内容情報や時間情報を

参照することで，瞬時にイチロー選手のパーソナル動画で

あるかを判断ができることから，容易にパーソナル動画の

差別化ができた．また，関連付けが行われていない環境下

でも，複数の動画を同時に再生して比較を行うことができ

るため，パーソナル動画と公式動画を容易に差別化するこ
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とができた．

以上のことから，提案システムを用いることで，容易に

パーソナル動画を探し出すことができることを確認し，ま

た，位置情報と日付・時刻情報とで動画コンテンツの関連

付けを行うことで実現した検索手法が，パーソナル動画の

検索を行う際に，有効性があることを示すことができた．

6. 関連研究

松生 [8]らは，スポーツ映像を対象とし，動き特徴に基

づく関連動画の効率的な検索手法を提案している．この提

案手法では，動きの特徴として時空間画像処理により抽出

した動きの方向や速度を扱い，これらを組み合わせて動画

コンテンツの内容に基づく検索を実現する．目的は膨大な

動画の中から効率的に関連のある動画を探し出すという点

で本研究と類似しているが，人の目から見て明らかに関連

していない動画が検索結果として表示されることもある．

提案システムでは，動画コンテンツを時間的位置，及び空

間的位置関係により集約するため，より簡潔な操作で既に

関連付けられた複数の動画コンテンツを同時視聴すること

が可能となる．その結果，視聴ユーザに対して膨大な動画

コンテンツにおける効率的な検索手法を提供できる．

林ら [9]は大画面を利用した大量動画コンテンツ同時視

聴システムを開発した．大画面上では YouTubeから検索

を行った上位 96個の動画コンテンツが表示され，動画コ

ンテンツの重要なシーンが再生される際にその動画コンテ

ンツの表示されている箇所に対して注意喚起が行われる．

これにより，視聴ユーザは，重要なシーンが再生される動

画コンテンツを認識することができ，大量の動画コンテン

ツの重要な内容を短時間で理解することができる．関連研

究では，心理学的な考えも考慮しつつ，動画コンテンツの

表示の仕方や注意喚起の方法についても検討されていた．

しかし，関連研究では，重要なシーンの始まる瞬間はわか

るが，その重要なシーンがどこまで続くのかまではわから

ない．そして，重要なシーンが再生される度に注意喚起が

行われるため，複数の動画コンテンツが注意喚起を行なっ

ていた場合，どの動画コンテンツに注目をすれば良いかわ

からず，重要なシーンを見逃してしまう場合がある．これ

に対して，提案システムでは，動画コンテンツにマルチタ

グが付加されているため，重要なシーンがどの時間から始

まりどの時間に終わるかが瞬時に理解できる．また，視聴

ユーザは，マルチタグを参照することで重要なシーンを何

度でも再生することができるため，表示されている全ての

動画コンテンツの重要な内容を理解することが可能となっ

ている．

7. まとめと今後の課題

本研究では，現状のストリーミング動画配信サービスの

問題点を解決するために，マルチタグを利用した動画コン

テンツ同時視聴システムを提案した．また，提案システム

の概念に基づき，FlashMediaDevelopmentServer4.0 を利

用した視聴ユーザ用インターフェースの実装を行い，評価

を行った．視聴ユーザ用インタフェース上で，簡単な操作

でマルチタグを付加できることを可能にし，他の視聴ユー

ザからマルチタグを評価される仕組みを実装することで，

マルチタグを付加するモチベーションを視聴ユーザに与え

ることを可能にした．そして，マルチタグを用いることで，

類似した内容の動画コンテンツであっても，重要な内容か

ら再生を行い，比較することで，迅速にユーザの求めてい

る動画コンテンツを探し出すことを可能にした．評価に関

しては，提案システムの二つの環境下と YouTubeのシス

テムを用いた環境下において，100個の動画コンテンツの

中から特定のパーソナル動画を探し出すまでの時間に関す

る評価実験を行った．これにより，提案システムを用いた

場合では，視聴ユーザが所望する内容を含んだパーソナル

動画を迅速に探し出すことが可能であることを示すことが

でき，また，位置情報と日付・時刻情報を用いた関連付け

を行う有効性を示すことができた．

しかし，本研究では，スポーツ映像を撮影した動画コン

テンツの検索を想定したシステムの開発を行った．そのた

め，今後はスポーツ映像以外のパーソナル動画の検索効率

を上げる手法を検討することも重要である．
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